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クレオソート油によるカラマツ材への

濠透について

i'i 津 清(1)

泊性防腐剤によるカラマツ材の不良な穆透は古くから一般に認められていたっしかし，これが原因はし、ま

だに究明せられていないので，合別的な注入作莱を実施することができない状態にある〉近時，カラマ γ の

人工+1古栽も 1['. とともに増加し問問木材としての使川量は今後相当に増大するものと考えられ，均一な防

腐処理ということが将来大きな問題となるものと考えている。

筆者は不良なì'Ø透の原因が薬液の~ì閏状態から観察して，紋孔膜の閉鎖によるものと推定して実i践を行

い，一応の見透しがついたので報告するしだし、である。

実験を開始するに当り怒篤なる ft]J言と激励を賜わった信州大学農学部中村教授，顕微鏡のプレパラート

の製作を快諾せられた木材組織研究室の小林技官，なお，実験にあたり終始御援助をいただいた古川技官

に深甚の謝意を表するコ

I 従来の研究

一般針葉樹材においては防腐剤は仮導管の細胞内腔を通り，細胞カもら細胞へは重紋孔をとおして穆透す

るものと考えられている υ

Fig. 1 は重紋孔の航断面のl略図であって， A は紋孔膜が正誌な位置〔中央)に存する場合であるが，

薬液の渉透抵抗の大なる材，特に心材においては膜が B に示すように吸引せられて左右に偏しており，

このような位置にある時には薬液の穆透がきわめて困難であるが，円節が

正常な位置にある場合には紋孔膜をとおして細胞から細胞へ容易に通過す

ることができると考えられている。

Griffin (1919 , 1924) は Douglas fir 材の不均一な穆j差は円節が左右

に侃し，紋孔ヵ:閉鎖せられるためて、あることを認め，閉鎖の原因について

は水の表面張力が大なるため細IJ回、ら最終の自由水が関ffin5~する除に粘着力

によって円節が愉惜の方に rf!i_5\ 1せられるものと仮定した。なお，生材をア

ルコールに浸澄し，しかる後乾燥してクレオソート処理を行ったものは安

全な彦透が得られたことを報じかっ， Douglas fir , Larch 等の枕木の注

入試験においてクレオゾ{ト泊の惨透の難易は閉鎖紋孔の数に直接関係す

ることを拐らかにしているつ

また Liese (1951) は Fichte 材の不良な穆透が同じく紋孔の閉鎖によ

ることを認め，一度気乾状態にした材はし、かなる前処理を施しても渉j筒状

態は改善せられず，生材をアルコール p アセトンに浸澄しp 乾燥した材は

(1) 木材部材質改良科防腐研究室

A B 

Fig. 1 重波孔の横断面略図
A 正常に位置する紋孔

B 吸与 I (閉鎖)された紋孔
Cross.sectional sketch of 

a border日d pit: 
A, Unaspirated pit 
B, Aspirated pit 
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良好な彦j閏が得られるとし、う資重な実験を行っている。

Phillips (1933) は Corsican pine 材の解剖学的研究におい Mて IXJ~11紋子Lの数は繊維飽和店、に近づくに

したがって増加し，この段階において春材部の紋孔はすべて問主けh るがJ 秋材部の紋孔は大部分閉鎖しな

いで正常な位置にあることを認めJ 泊、っ Douglas fir, Cor"ican pine その他芸品種の樹種について検討し

た結果，乾燥村における閉鎖紋孔のおは(反導管壁の厚さと中[ [iJ，!J々係があるらしいと報じている d

以上を要するに生材の状態ではI~g î{jjは比較浩司中央の正常な位世にあるがp 級維飽和点以ードtこ乾保すると

春材部の紋孔は閉鎖し，イJ，材をアルコ{ル，アセトン等の淡町民ゴJの flh 、薬剤jで処理すれば円1WはIE常な

位置に匝着せられ満足なìf;活が何られると L 、う結果を得ている

E 実験および考察

1. 額微鏡による重紋孔の観察

Tabl日1.円í:ITiの位置

Position of tori 

春材
Springwood 

閉鎖|中央
Aspirateゴ Central

40 0 

i秋火 材

l Shumln…1 
閉鎖 I r巾|ドJ 央
Aspコira計1吋te【d Cerロlt廿ral

I 16 I 24 

気乾材における春秋材部の円釘jの状態を時か

めるため顕微鏡による実験を斤った その結果

は Table 1 のとおりである c

春材部においては正常な位置にあるものは全

然i絞められなかったが， í;J'1寸部においては比較

([分多くのものが中央にあることが閥察せられ

た クレオソート i由による気乾材の渉透状態は写真 Hこ示すとおり稼材部の彦三透はきわめて不良である

が，彩1 材部は非常に良好な法透を示している n

2. 各種薬剤による前処理

試材は信Hlg室生材â.' 1 トjぃ，可1えi'1!~)e"、けの含まない 2x2x5cl11の二万仰に採材し手数は乾i以を防止す

るため水道水に浸;宣し p 他は乾燥日比にて気乾状態になるまで乾燥した

各試材は種々の薬剤に 2.'J-"JI1fJ没潰し p のち室内に放;位して気乾状態に乾燥して真空法 (25 日-，j の真空で

10 分間吸引しp 常温のクレオソ{ト 11甘に 10 分間j浸漬〕によって処即したlごグレオゾ[ト泊のj吸収量は試

材の絶乾重量に対する百分率にて示し， ~参潤量は春材 p 秋材別に木口治、らのi雲Jをの深さを測定して表わし

たりその結果は Table 2 のとおりでゐる τ

グレオゾ戸ト!吸収量は生材をT1可処理!1せるものは大部分の薬剤は 19~30% の値を示しているが，アセト

γ，アルコ{ルはそれぞれ 61 ， 85% で大体 2~3 f苦のl仰を示している o lfJ; i関長は春材においてはアセト

ン，アノレゴ{ノレが完全に穆透しているが他はすべて対照材の水に没潰したものより幾分かf示、備を示して

いるにすぎない 秋材は苛性菩達のもの以外は良し保"i:E-l Lを示している υ

気乾材を{史日1 したものの吸収量は， II釦IUの 8% を除き他は 21~27% のiJ紅問であり，穆潤長はアセト

γ ， アノルレコ{ノル1.-8:三

要するに生材材-をアセトシ，アルコーノLにi創立したものが謬潤長，政収量ともに良好であることが認めら

れた}

つぎに材中の樹脂，その他の成分が穆透に影予'1~を]えばすものではないかと L 、う疑問が生じたので次のよ

うな実験を行ったn

材中の/l日分を柑[11上lする目的をもって試材を 2 JJ1JWlアルコーノL に浸漬したl この試材をふたたび 2 j@間水



処理試験片の種額|
Kind ()f 

specimen tre;:ttedl 
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T司ble 2. 各種主litμこよる前史1mlの効果:

Effe氾t of treatment by various reagentョ

生材
Green specimen 

¥ 
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グレオゾート泊 軸方向のどさごj関長
日使 収 量 End penetration mm  
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気乾材
Air.seasoned specimen 

クレオソート 1出
吸収量
Absorption of 
creosote oil 

軌方向の~ì関長
End pelletration 

。ど
/[1 

春 材 色町町村
Spring wo叫 WO吋A

21 10 

B 3 

23 6 

24 6 

勺ノ 6 

21 4 

ど，、こ、勺J 5 

23 s 
27 16 

25 14 

25 6 

全部1~透

'/ 

Each treatment had five to six specimenョ 2 hy 2 by 5 cm. in size. 

|ー部う干渉溌

道水に浸;責し -!'5}1{fl:燥してクレオゾ{ト 11[Jの史JHL!!を行った結d+L I没収量は 30% ， 1t'判長はV，材において

は完全にìiß:Jをしたが春付で、は 10mm 桂度であったいしたがって成分による影響はないものと考えられるC

以上実験 1~2 をとおして既往の研究結果日目白似しかつp 惨透の良好であったアノL コール処理材を検

鏡した結呆は円節が中央にあるもの，およびある程度・限引せられているが輪帝と円節の間に1)、隙のあるも

のが視察せられた d したがって，不均一な彦:透の原因が紋孔の閉鎖によるものと考えて差支えなかろうこ

3. BO鍮.lton 法および Vapor-Drying ;去による処理

染色材のような比較的短1)、材にして，完全な~'J査を望む場合にはアルコール，アセトン等による前純潔

を行うことは1");1，、方法かもしれないが，電信枕木等の量産の場合にはこのような方法は縦治的に閤難な

ことは当然であるつ抗述したとおり Phillips の実験によれば紋孔の閉鎖は級制[て岬11点以内こ乾燥した場

合に多くなるようであるコしたがって合理的な処BU法は，材を気乾状態にまでr;iH九することなく可及(i'J~政

経飽和以上の含水率で処却することが望ましい

現在，いわゆる主材の処理法としては Steaming and Vacuum 法， Boulton 法および Vapor.Drying

f主等が外国で適用されているが，本実験においては Boulto口紅、 Vapor-Drying 主主の 2l去についてのみ

検討を試みたτ

試材は前記実験のものと同じ寸法のものを用い，実駁装置は Fig. 2, Fig. 3 に示したものを使lIiしたc

各法の乾燥条件は下記のとおりであるコ

Vapor.Drying 法

乾燥剤・・・・ ・ー・・・・・・・・・・ ....................•.................... .m.Xylene 

( 15.5 C ¥ (分子量 106，比亙 O.87( 一一)比熱 0.39(15.5 C). if~然 BTU/lb 147 ， 分腕削
¥ 15.50C }, 

275 ご ~300'F)



-172 ー 林業試験場研究報告第 76 号

Fig. 2 Boulton '1:夫の寺町rl~

Equipment of Boulton process 

Fig. 3 Vapor-Drying ì去の装置

Equipment ()f Vapor.Drying process 

圧 力・ ・・ ・・・ ・ ・ー・・・・・・・・・回目・・・田・・・・・・田・・・・・・・・・・・・・・・・・ー......... .常 庄

Boulton $:. 

薬 剤............... .・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・ ・ ・・ ・ー ・・・・・・・クレオゾ{ト泊

温度.. •• •• •. •• •• •• • • •• • • • • •• •• • • • • ., • • ••..•• • • •• •• •.•• • • •• •• • • •• 2030~212c'F 

真空皮 ..•....•........•....•..•.....•.. ...........................最高 22 吋

各j宗とも IJ見水量は凝縮告誌に溜ったものを分離してìWJ定した クレオゾ{ト処Jljlは乾燥後直ちに試材を取

り出して]すnl'.実験と同様真空法によった その結果は Tabl巴 3 のとおりである ι

この 2 方法を比較するに Vapor-Drying 訟の乾燥速度の速やかなことが認められる しかしì~i/lf:状態

について制祭すれば春秋材ともに安全な穆透が得られたのは Vapor-Drying 訟においては含水率 22% 程

度， Boulton 法においては 64~70% で同者の 111Jに著しいヒラキのあることが認められる。 Boulto司法は

グレオゾ{ト泊で計測する関係上， クレオソート泊と材中の水分が中11当置換し拡散するため高含水率にか

かわらず良好な穆透が得られるものと考えられる三

Vapor.Drying 法において含水率が著しく低下しないと良好な穆透が得られない原因は試材の形状がき

わめて穆透に好条何二なため乾燥中に 40~50% 程度の乾燥斉IJを吸収するためと思考せられる 短時間の乾

Table 3. Vapor-Drying および Boulton 法による処間結果

Result of treatments by the Vapor-Drying and Boulton process 

I MlfJi1日1it含:ia水l 率 I JJ~ó /k 量 i!処I!I!後合水半Jlilll方向の穆潤長Amounts of 
P方n ミアh 力fI熱n寺Iln lnitial ;a~~~'~~'tlec~~d: JVIoistllr巴 End penetration mm  

J五日 ・ water cOllecte 
~oces~~~ ~，::;:~j~;~ I~，~!::~~e d~;i-~g-l;~;ti~g c02.::~:.~:~er ~~ 手.，1- 材

period min content ~~. '~~ri;;d""õ trea~~淀川春材帆S 
。ど penoQ % S;~in g' ;~odl Summer 
/0 g ;'0 :::.pnng WOOQI wood 

Vapor,:_ 10 165 11 99 18 0 
Drying 

20 15 75 22 0 

20 // 18 58 全部走塁透 5 

40 ゲ 20 46 グ 4

印 ク 24 22 全部参透

80 24 22 ク

BOlllton 20 グ 8 115 18 0 

40 " 12 % 全部修透 。

60 グ 16 78 グ 全部'fØ透

80 " 17 64 ググ
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燥では秋材の渉透が不良なおlf裂を示しているのは春材に比し乾燥速度の遅いためであろう

以上 2 方法とも ì， l:j足な結*が得られたが，今後中間試験において薬剤の吸収量， lf;潤度およびその他の

事項について詳細に検討したいと考えている炉

III 総括

以上の実験の結果を総括するとつぎのごとくである

1. 不均一なm透の原因は重紋孔の閉鎖によるものと考えられる

2. 気乾材においては秋材はきわめて彦、透容易であるが，春材は困難である O

3. 生材をアルコーノ1..，アセトンにて処到し乾燥したものは非市に均一な穆透が得られる υ

4. 実際(i 'Jな処]司iにおいては Boulton '1:去および Vapor.Drying 法等の生材処用法によるのが効果，'I'Jの

ように思われる
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Kiyoshi Fmw川\\'，1: Studies on the Penetration of "KARAMAT3U" 

CLarix Kaemρiferi SA1((;.) by Creosote oil. 

RésUIτlé 

Author experimented on the penetration in “ Karamatsu" wood by cr巴osote
oil , and obtained the following results: 

1) The cause of poor penetration is not well understood, but it is appar巴ntly
influenced by closure of the bordered pits. 

2) 1n the air-seasoned specimens the Eummerwood is more easily penetrated, 
but the springwood is very resistant to treatment. 

3) Green specimens treated with alcohol and acetO�1 can b巴 obtained uniform 

penetration after drying. 

4) 1n the case of practical treatment , Boulton and Vapor-Drying process 
seems to be effective, but they mu:st be studied further on a large :scale experi. 

ment. 



-Plate 1-

Phot. 1 気乾材の穆透

Penetration of air.seasoned specimens. 

Phot. 2 アセトン，アルゴ{ノ~ý)lJJn材の~透

A... ーアセトン， B.... アノレゴ{ル

各試験片の白色l部分は心材である

Penetration Qf green specimens treat号d with aceton and alcohol. 

A. . . . Aceton B. . . . Alcohol 

White portin of each specimens are heartwood 


